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前
日
ま
で
の
雨
が
あ
が
っ
た

秋
晴
れ
の
中
、
キ
ョ
ロ
ロ
ン
村

ね
こ
ろ
ん
ぼ
広
場
に
は
大
勢
の

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
和

太
鼓
の
演
奏
の
後
、
開
会
式
が

行
わ
れ
準
備
運
動
後
、
七
㎞

コ
ー
ス
と
十
㎞
コ
ー
ス
に
分
か

れ
そ
れ
ぞ
れ
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

七
㎞
コ
ー
ス
は
バ
ス
で
報
徳

地
区
集
落
セ
ン
タ
ー
ま
で
行

き
、
そ
こ
か
ら
雪
割
橋
を
経
て

西
の
郷
遊
歩
道
へ
と
歩
き
、「
山

の
幸
の
森
」
地
点
で
折
り
返
し

ま
す
。
子
ど
も
連
れ
や
家
族
向

き
の
コ
ー
ス
の
た
め
、
約
千
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

紅
葉
の
見
頃
に
は
少
し
早
い

よ
う
で
し
た
が
、
参
加
者
達
は

ぬ
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
、
雪

割
橋
か
ら
の
す
ば
ら
し
い
景
観

を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
し
、
景
色
の
良
い
と
こ
ろ

で
は
家
族
で
写
真
撮
影
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

十
㎞
コ
ー
ス
は
キ
ョ
ロ
ロ
ン

村
ね
こ
ろ
ん
ぼ
広
場
を
出
発

し
、
新
甲
子
温
泉
街
か
ら
剣
桂

を
通
り
甲
子
大
橋
手
前
を
折
り

返
す
コ
ー
ス
で
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
が
続
き
ま
す
。

　

阿
武
隈
川
の
源
流
が
横
を

流
れ
、
色
づ
き
は
じ
め
た
木
々

が
葉
影
を
作
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
す
る
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ス

に
は
約
九
百
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

ね
こ
ろ
ん
ぼ
広
場
に
も
ど
っ

て
き
た
参
加
者
は
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
き
の

こ
汁
を
味
わ
い
、
ク
ジ
引
き
を

し
た
り
し
て
秋
の
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

▲きのこ汁おいしそうだね

約
二
千
人
の
参
加
者
が

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む

▲雪割橋

▲甲子大橋手前 ▲西の郷遊歩道▲雪割橋の「農家の店」でひとやすみ ▲新甲子温泉街 ▲「みなもん」もいっしょに準備体操 ▲和太鼓の演奏

うつくしま・みずウオーク 2010
源流の郷・西郷大会

10 月 23 日、うつくしま・みずウオーク 2010 源流の郷・西
郷大会がキョロロン村ねころんぼ広場をスタート・ゴールと
して開催されました。

秋風を
感じながら…
秋風を
感じながら…

うつくしま・みずウオーク 2010
源流の郷・西郷大会

10 月 23 日、うつくしま・みずウオーク 2010 源流の郷・西
郷大会がキョロロン村ねころんぼ広場をスタート・ゴールと
して開催されました。



広報にしごう No.480 　��　Ｈ２２．　１２．　１

平成 22 年度　表彰状授与並びに感謝状贈呈式

▲特別功労賞・功労賞・善行賞を授与並びに感謝状を贈呈されたみなさん

　

式
典
で
は
、
村
長
が
式
辞
の
中

で
、
特
別
功
労
賞
・
功
労
賞
・
善

行
賞
を
授
与
さ
れ
る
方
々
の
功
績

を
紹
介
し
、「
こ
れ
ま
で
の
皆
さ

ま
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
現
在
の

西
郷
村
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
水
準

を
維
持
し
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
の
発
展
、
福
祉
の
充
実
に
力
を

入
れ
、
産
業
の
振
興
を
図
り
、
十

年
、
二
十
年
後
を
見
す
え
た
村
づ

く
り
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
特
別
功
労
賞
一

名
、
功
労
賞
七
名
、
善
行
賞
二
名

の
方
々
に
表
彰
状
（
故
佐
々
木
四

郎
氏
に
は
顕
彰
状
）
が
授
与
さ

れ
、
続
い
て
、
感
謝
状
が
十
七
名

の
方
々
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
特
別
功

労
賞
を
受
賞
し
た
菊
地
國
雄
前
村

長
は
、「
保
育
所
長
時
代
に
様
々

な
こ
と
を
見
聞
き
し
、
見
え
な
い

と
こ
ろ
に
行
政
の
手
を
さ
し
の
べ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
私
の
村
政
の
原
点
は
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。

　

昔
話
の
『
桃
太
郎
』
の
よ
う

に
、
リ
ー
ダ
ー
は
正
し
い
目
標
を

設
定
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

部
下
を
そ
の
適
性
に
合
わ
せ
て
用

い
、
周
囲
の
協
力
を
得
て
行
動
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
私
も
、
議

員
の
皆
様
や
職
員
の
協
力
を
得
て

村
政
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。」と
、謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

　

次
に
、
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た

方
々
と
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
方
々

の
お
名
前
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

   　
（
敬
称
略
）

特
別
功
労
賞
受
賞
者

佐
々
木　

四
郎

　

長
年
に
わ
た
り
西
郷
村
教
育
長
及

び
西
郷
村
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て

本
村
教
育
の
興
隆
に
貢
献
し
た
。

加
藤　

彌
進
彦

　

長
年
に
わ
た
り
白
河
報
徳
開
拓

農
業
組
合
（
白
河
農
業
協
同
組
合

に
合
併
）
組
合
長
並
び
に
西
郷
村

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
本
村
の

農
業
振
興
の
伸
展
及
び
教
育
の
興

隆
に
貢
献
し
た
。

八
島　

時
彌

　

長
年
に
わ
た
り
白
河
報
徳
開
拓

農
業
協
同
組
合
（
白
河
農
業
協
同

組
合
に
合
併
）
組
合
長
並
び
に
西

郷
村
総
合
開
発
審
議
会
委
員
と
し

て
本
村
の
産
業
及
び
経
済
の
伸
展

育
専
門
員
及
び
西
郷
村
子
ど
も
の

安
全
見
守
り
隊
連
絡
協
議
会
長
と

し
て
村
民
の
交
通
安
全
及
び
防
犯

活
動
に
尽
力
し
た
。

三
笠
企
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役

笠
原　

正
臣

　

長
年
に
わ
た
り
村
営
野
外
キ
ャ

ン
プ
場
の
敷
地
を
無
償
貸
付
。

芳
賀　

信
義

　

子
育
て
支
援
事
業
の
た
め
寄
付

及
び
歯
科
事
業
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

指
導
用
歯
ブ
ラ
シ
を
寄
贈
。

山
縣　

民
敏

　

人
材
育
成
事
業
の
た
め
寄
付
。

高
久　

義
教

　

故
高
久
ヨ
シ
氏
、
故
高
久
啓
氏

の
遺
志
に
よ
り
村
社
会
福
祉
事
業

の
た
め
寄
付
。

佐
久
間　

千
恵
子

　

村
政
発
展
の
た
め
寄
付
。

嶋
田　

文
彦

　

故
嶋
田
一
郎
氏
の
遺
志
に
よ
り

村
政
進
展
の
た
め
寄
付
。

和
知　

繁
蔵

　

子
ど
も
た
ち
の
情
操
教
育
向
上
の

た
め
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
を
寄
贈
。

山
下　

勉

　

故
山
下
昭
三
氏
の
遺
志
に
よ
り

村
政
進
展
の
た
め
寄
付
。

佐
々
木　

松
子

　

故
佐
々
木
四
郎
氏
の
遺
志
に
よ

り
村
育
英
基
金
事
業
の
た
め
寄
付
。

鈴
木　

隆
司

　

村
ス
ポ
ー
ツ
振
興
支
援
事
業
の

た
め
寄
付
。

鈴
木　

邦
廣

　

環
境
整
備
及
び
美
し
い
景
観
形

成
の
た
め
し
だ
れ
桜
を
寄
贈
。

長
谷
部　

忠
則

　

故
長
谷
部
す
み
子
氏
の
遺
志
に

よ
り
村
教
育
振
興
の
た
め
寄
付
。

田
村　

数
男

　

故
田
村
ア
イ
子
氏
の
遺
志
に
よ

り
村
政
進
展
の
た
め
寄
付
。

小
山　

實

　

故
小
山
シ
ゲ
氏
の
遺
志
に
よ
り

村
政
進
展
の
た
め
寄
付
。

鈴
木　

初
男

　

故
鈴
木
ツ
ネ
氏
の
遺
志
に
よ
り

村
政
進
展
の
た
め
寄
付
。

和
知　

正
道

　

故
和
知
英
作
氏
の
遺
志
に
よ
り

村
教
育
振
興
の
た
め
寄
付
。

大
森　

守
一

　

故
大
森
セ
ツ
氏
の
遺
志
に
よ
り

村
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
寄
付
。

功
労
賞
受
賞
者

感
謝
状
贈
呈
者

村の振興と発展へのご尽力に感謝して

　

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）
役
場
議
場
に
お
い
て
、
長
年
に
わ

た
り
西
郷
村
の
振
興
と
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
方
や
地
域
へ
の
貢

献
が
認
め
ら
れ
た
方
、
各
分
野
で
寄
付
や
寄
贈
を
さ
れ
た
方
に
対

し
、
功
労
賞
や
善
行
賞
の
授
与
並
び
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

▲特別功労賞を受賞する菊地前村長

に
貢
献
し
た
。

日
向　

久

　

長
年
に
わ
た
り
西
郷
村
教
育
委

員
会
委
員
と
し
て
本
村
教
育
の
興

隆
に
貢
献
し
た
。

大
高　

昇

　

長
年
に
わ
た
り
西
郷
村
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
と
し
て
公
正
な
見

識
を
有
し
、
数
多
く
の
選
挙
を
執
行

し
本
村
自
治
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

菊
地　

順
雄

　

長
年
に
わ
た
り
西
郷
村
教
育
委

員
会
委
員
を
は
じ
め
生
涯
学
習
推

進
本
部
長
、
単
位
制
総
合
大
学
制

度
検
討
委
員
会
委
員
な
ど
教
育
全

般
に
携
わ
り
、
本
村
教
育
の
興
隆

に
貢
献
し
た
。

近
藤　

進

　

長
年
に
わ
た
り
西
郷
村
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員
並
び
に
西
郷
村

社
会
教
育
委
員
及
び
西
郷
村
体
育

指
導
委
員
と
し
て
本
村
文
化
事
業

の
興
隆
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発

展
に
貢
献
し
た
。

室
井　

東
志
生

　

日
本
画
の
寄
贈
に
よ
り
本
村
情

操
教
育
の
向
上
に
貢
献
し
た
。

陳
野　

定
男

　

長
年
に
わ
た
り
西
郷
村
交
通
教

菊
地　

國
雄

　

平
成
二
年
三
月
か
ら
三
期
十
二

年
に
わ
た
り
「
対
話
の
村
政
」
を

基
本
理
念
に
村
長
の
使
命
を
果
た

し
西
郷
村
の
村
政
の
振
興
発
展
に

尽
力
し
た
。

善
行
賞
受
賞
者

　

菊
地
芳
枝
さ
ん
は
、
長
き
に
わ

た
り
社
会
教
育
委
員
と
し
て
在
任

し
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
十
月

二
八
日
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
た
全

国
社
会
教
育
研
究
大
会
福
島
大
会

に
お
い
て
東
北
地
区
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
人
権
擁
護
の
功
績
に

法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状

　

小
松
毬
男
さ
ん
は
平
成
十
年
か

ら
十
二
年
間
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
功
績
に
対
し
法
務
大
臣
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
十
一
月
八
日

村
長
室
で
福
島
地
方
法
務
局
白
河

支
局
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。▲小松毬男さん

社
会
教
育
に
尽
力
し

　
　
　

東
北
地
区
表
彰

▲菊地芳枝さん
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秋
空
の
下
、
約
二
百
五
十
名

の
消
防
団
員
が
参
加
し
、
平
成

二
十
二
年
度
西
郷
村
消
防
団
秋
季

検
閲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で

は
、統
監
（
佐
藤
正
博
西
郷
村
長
）

に
よ
る
訓
示
、
德
田
団
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て
検
閲

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
員
た
ち
は

ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
の
中
、
き
び
き

び
と
し
た
行
進
を
行
い
、
統
監
の

検
閲
を
受
け
ま
し
た
。
は
り
つ
め

た
空
気
の
中
、
規
律
訓
練
や
分
列

行
進
、
車
両
点
検
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
式
で
は
、
退
職
す
る
幹
部

十
九
名
に
感
謝
状
が
、
勤
続
十
年

以
上
の
団
員
に
は
永
年
勤
続
章

が
、
勤
続
五
年
以
上
の
団
員
に
は

精
勤
章
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
の

安
全
安
心
の
た
め
に
活
躍
し
て
き

た
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

    

（
敬
称
略
）

退
職
幹
部
感
謝
状
贈
呈
者　
　
　

　

大
高　

忠
男　
（
虫　

笠
）

　

伊
東　

晃　
　
（
上
羽
太
）

　

緑
川　

憲
一　
（
下
羽
太
）

　

遠
藤　

信
也　
（
上
熊
倉
）

　

北
野　

浩　
　
（
下
熊
倉
）

　

芳
賀　

恵
介　
（
谷
地
中
）

　

内
藤　

英
将　
（
鶴　

生
）

　

星　
　

真
一　
（　

米　

）

　

鈴
木　

英
明　
（
長　

坂
）

　

渡
部　

祥
一　
（
上
新
田
）

　

佐
藤　

泰
衛　
（
追　

原
）

　

宗
像　

則
夫　
（
折　

口
）

　

金
田　

博
和　
（
真　

船
）

　

佐
藤　

五
平　
（
真　

船
）

　

水
野　

博
隆　
（
下
折
口
原
）

　

佐
藤　

正
男　
（
原　

中
）

　

真
船　

修
一　
（
原　

中
）

　

真
船　

純
一　
（
黒　

川
）

　

真
船　

広
美　
（
黒　

川
）

永
年
勤
続
章
授
与
者

　

大
倉　

勝
彦　
（
虫　

笠
）

　

近
藤　

修
一　
（
上
羽
太
）

　

森　
　

秀
樹　
（
下
羽
太
）

　

近
藤　

修
一　
（
下
羽
太
）

　

鈴
木　

秀
享　
（
上
熊
倉
）

　　

高
久　

芳
勝　
（
鶴　

生
）　

　

鈴
木　

弘
嗣　
（
柏　

野
）

　

栗
﨑　

和
広　
（
間
の
原
）

　

西
坂　

賢
治　
（
間
の
原
）

　

大
原　

俊
一　
（
山　

下
）

　

仁
平　

隆
太　
（
上
新
田
）

　

常
松　

紀
幸　
（
折　

口
）

　

金
山　

哲
也　
（
真　

船
）

　

秋
山　

和
美　
（
芝　

原
）

　

鈴
木　

秀
人　
（
川　

谷
）

　

堀
田　

充　
　
（
川　

谷
）

　

長
田　

弘
一　
（
黒　

川
）

　

黒
須　

賢
博　
（
大　

平
）

　

保
坂　

寿
則　
（
大　

平
）

　
精
勤
章
授
与
者

　

白
岩　

文
彦　
（
虫　

笠
）

　

近
藤　

哲
雄　
（
下
羽
太
）

　

菅
谷　

洋
平　
（
下
羽
太
）

　

須
藤　

康
清　
（
下
熊
倉
）

　

加
藤　

寿
幸　
（
谷
地
中
）

　

鈴
木　

亮
太
郎
（
谷
地
中
）

　

小
針　

大
介　
（　

米　

）

　

菊
池　

洋
平　
（　

米　

）

　

鈴
木　

正　
　
（
長　

坂
）

　

大
高　

護　
　
（
柏　

野
）

　

松
本　

克　
　
（
上
新
田
）

　

鈴
木　

宏
士　
（
下
新
田
）

　
　

　

力
田　

昌
則　
（
真　

船
）

　

真
船　

靖　
　
（
真　

船
）

　

大
金　

省
一　
（
上
折
口
原
）

　

菅
谷　

拓
視　
（
上
折
口
原
）

　

吉
田　

文
彦　
（
下
折
口
原
）

　

海
老
名　

亮　
（
下
折
口
原
）

　

角
田　

満　
　
（
芝　

原
）

　

須
藤　

翔
太　
（
川　

谷
）

　

有
賀　

崇　
　
（
原　

中
）

　

関
根　

正
人　
（
原　

中
）

　

佐
川　

幸
一　
（
大　

平
）

　

生
田
目　

保
崇
（
大　

平
）

　

鈴
木　

昭
雄　
（
稗　

返
）

▲初優勝を喜ぶ西郷村チーム

　

県
内
の
全
五
十
九
市
町
村
が
参
加

し
た
第
四
回
市
町
村
対
抗
県
軟
式
野

球
大
会
（
主
催
・
市
町
村
対
抗
県
軟

式
野
球
大
会
実
行
委
員
会
、
福
島
民

報
社
）
で
西
郷
村
チ
ー
ム
は
市
と
町

を
押
さ
え
、
村
の
チ
ー
ム
と
し
て
初

優
勝
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
県

内
の
全
市
町
村
が
参
加
し
た
大
会
で

し
た
。

　

西
郷
村
チ
ー
ム
は
優
勝
ま
で
六
試

合
を
戦
い
、
ど
の
試
合
も
接
戦
で

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
勝
ち
抜
き
ま

し
た
。
初
め
て
の
栄
冠
を
つ
か
ん
だ

西
郷
村
チ
ー
ム
は
、
優
勝
チ
ー
ム
に

贈
ら
れ
る
「
金
獅
子
旗
」
を
手
に
、

応
援
に
駆
け
つ
け
た
村
長
と
と
も
に

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

監　

督　

辺
見
辰
男
（
西
郷
ク
ラ
ブ
）

コ
ー
チ
兼
投
手

　
　
　
　

渡
部
秀
明
（
白
河
キ
ラ
ー
ズ
）

　
　
　
　

上
石　

治
（
西
郷
ク
ラ
ブ
）

主　

将　

島
田
修
一
（
ウ
イ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
Ｏ
Ｂ
）

投　

手　

金
沢
正
弘
（
ウ
イ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
Ｏ
Ｂ
）

投　

手　

木
村
明
誉
（
白
河
信
用
金
庫
）

投　

手　

結
城　

崇
（
日
本
工
機
Ｏ
Ｂ
）

投　

手　

鈴
木
俊
行
（
ブ
レ
ー
ブ
ス
）

投　

手　

郡
司
聖
也
（
ウ
イ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
）

補　

手　

金
沢
史
典
（
ビ
バ
オ
ー
ル
）

補　

手　

大
森
祐
一
（
ウ
イ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
）

補　

手　

辺
見
義
三
（
日
本
工
機
）

内
野
手　

内
藤
洋
介
（
白
河
信
用
金
庫
）

内
野
手　

鈴
木
康
平
（
日
本
工
機
）

内
野
手　

長
尾
良
則
（
ウ
イ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
）

内
野
手　

小
笠
原
一
成
（
ブ
レ
ー
ブ
ス
）

内
野
手　

北
島　

悠
（
白
河
モ
ー
ニ
ン
グ
）

内
野
手　

田
村　

剛
（
ブ
レ
ー
ブ
ス
）

内
野
手　

黒
羽
貴
之
（
ウ
イ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
）

内
野
手　

黒
羽
和
也
（
ウ
イ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
）

内
野
手　

有
賀
真
也
（
ブ
レ
ー
ブ
ス
）

外
野
手　

君
島
裕
貴
（
ウ
イ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
）

外
野
手　

近
藤
祐
也
（
ブ
レ
ー
ブ
ス
）

外
野
手　

佐
藤
大
樹
（
須
賀
川
信
用
金
庫
）

外
野
手　

芳
賀
一
也
（
東
北
ア
ン
リ
ツ
）

外
野
手　

戸
上
力
也
（
白
河
キ
ラ
ー
ズ
）

外
野
手　

青
木　

繁
（
ブ
レ
ー
ブ
ス
）

十
月
十
七
日
、
熊
倉
小
学
校
校
庭
で
西
郷
村
消
防
団
の
平
成
二
十
二
年
度
秋
季
検
閲
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
消
防
団
を
退
職
す
る
幹
部
た
ち
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

村
民
の
安
全
安
心
の
た
め
に

チームワークで初優勝！
　９月 19 日から延べ 11 日間にわたり、福島市のあづま球場で開催された
第４回市町村対抗県軟式野球大会で、西郷村チームは初優勝を飾りました。

　

一
回
戦

　
　

西
郷
村　

１  

︱  

０　

会
津
若
松
市

　

二
回
戦　

　
　

西
郷
村　

１  

︱  

０　

塙
町

　

三
回
戦

　
　

西
郷
村　

５  

︱  

２　

本
宮
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
延
長
８
回
）

　

準
々
決
勝

　
　

西
郷
村　

２  

︱  

１　

南
相
馬
市

　

準
決
勝　

　
　

西
郷
村　

４  

︱  

３　

喜
多
方
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
延
長
９
回
）

　

決
勝

　
　

西
郷
村　

２  

︱  

１　

田
村
市

◇
試
合
結
果

優
勝
メ
ン
バ
ー
（
敬
称
略
）
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　　　新そばはおいしいね

　第 17 回追原新そば祭りが老人福祉センタ

ーで開催されました。今年は天候にも恵まれ、

会場は大勢の来客でにぎわいました。

 新そばを楽しみに村内外から訪れたグループ

や、家族連れのお客さんが多く来場し、晩秋

の西郷村の美しい景色を楽しみながら、香り

が良いおいしい新そばを味わっていました。

　小田倉字大清水地区に、放置されていた約６万

本の廃タイヤの撤去事業着工式が行われました。

　廃タイヤの放置が発覚したのは平成 11 年 5 月

頃でした。蚊や火災発生の問題について地域住民

のために関係機関と様々な協議を重ねてきました

が、保健委員会、県南振興局や㈱住友ゴムの協力

を得、今回着工することができました。

環境を守るための活動が一歩前進しました。

　川谷中学校では、食育推進事業の一環として、

１、２年生は学校周辺の山野草について学ぶ授業

を行い、３年生はイギリスのデザートと紅茶を調

理、試食してイギリスの食文化を体験する授業を

行いました。３年生は授業中、英語で会話を行い

ながらイギリスの伝統的なデザート「トライフ

ル」を調理し、イギリスでの紅茶のいれかたを学

び、イギリス風のティータイムを体験しました。

　羽太にお住まいの佐竹義興さんは、100 歳の

誕生日を迎えられました。佐竹さんの自宅で、

大倉修副村長と二瓶弘県南保健福祉事務所副所

長から賀寿祝状と記念品、椎名實西郷村社会福

祉協議会長からは記念品がそれぞれ贈呈されま

した。この日は、県外に住んでいる子どもさん

たちも集まり、みんなで佐竹さんの 100 回目の

誕生日を祝いました。佐竹さんは、村内での最

高齢者です。

　　　おいしくできるかな

　今年も西郷村文化祭が開催され、10 月 17 日に芸能発表
会が 11 月２日から４日まで作品展示が行われました。歌や
踊りの発表、様々な作品の展示など日頃の努力が伺える文化
祭でした。３日はお茶会や体験コーナーも設置され、文化セ
ンターには１日中にぎやかな声が響いていました。

　第 52 回西郷村内一周駅伝大会が役場をスタート・

ゴールとして開催され、７部門 34 チームが参加し

ました。選手たちは村内 12 区間 30.3 ㎞のコース

をたすきをつないで走りました。スタート時には小

雨が降るあいにくの天気でしたが、徐々に雨もあが

り、大勢の観客に迎えられて各チームの最終走者が

次々にゴールに駆け込みました。

▲お茶を一服召し上がれ ▲曲にあわせてゆったりと動きます

環境を守るために

たすきをつないで

11/11

11/9

11/ ８

11/ ３

11/14

誕生日おめでとうございます

▲日頃の練習の成果を披露します

▲クレイアートに挑戦

▲たくさんの力作が展示されています

楽しい秋の１日を
　　　　　　いろいろな催し物で

11/3

10/17
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西郷村中央公民館図書室だより

第七回

統 計 入 門

　平成 22 年 12 月 31 日を調査期日として、工業

統計調査が行われます。調査の対象となるのは製

造業を営む事業所です。

　この調査は製造業の最も基本的な調査で産業別、

規模別や地域別の製造業の実態を明らかにするこ

とができる唯一の統計調査です。この結果は、地

域経済施策の立案、工業団地開発計画の基礎資料

や工業用水の使用実態の把握及び工業用水需給計

画策定などに利用されます。

　調査員は、身分を証明する「調査員証」を携帯

しておりますので、調査証の提示がない場合や不

審な点を感じた場合には即答せず西郷村役場にお

問い合わせくださるようお願いいたします。

　ご多忙中申し訳ありませんが、ご協力をお願い

いたします。
ご記入
ありがとう
ございました

■問合せ　企画調整課（広報統計係）

　　　　　☎２５－２９４３

　国勢調査調査票へのご記入ありがとうございま

した。今回の調査では、提出方法が選択式になる

など新たな方法で行われました。みなさまにご記

入いただいた調査票は現在集計中です。

　調査票に不明な点や未記入の項目があった場合

には、夕方や休日等の勤務時間以外であっても、

役場からお尋ねをすることがありますので、引き

続きご協力お願いいたします。なお、不審に思わ

れた際には、役場にお問い合わせください。

　今回の国勢調査は全国的に人口減少社会となっ

てからの初めての調査でした。西郷村ではどのよ

うな状況であるのか、集計結果が確定しましたら

お知らせいたします。

　みなさまにご記入いただいた調査票は集計されて、その結果が様々な施策や状況の分析
に活用されます。正確な統計とするために集計中にご協力をお願いしたいことと、次に
村内で行われる調査についてお知らせします。

　10 月 24 日第 20 回西の郷ロードレース大会が村民野球場をスタート・ゴールとして開催されま
した。大会には村内からだけでなく、遠くは北海道から参加した方もおり約 1,000 人が走りました。
　今年は、2003 年ベルリンマラソン優勝者で本県出身の橋本康子さんがゲストランナーとして参
加されました。各部門の１位は次の方々です。

（敬称略）

ゴールめざしてがんばれ！

【２㎞小学生男子３年生～４年生の部】
　下山　静樹　　6 分 53 秒（栃木県）

【２㎞小学生女子３年生～４年生の部】
　田村　菜々美　7 分 41 秒（栃木県）

【１㎞親子ペアの部】
　遠藤忍・愛翔　4 分 6 秒（西郷村）

【１㎞小学生男子１年生～２年生の部】
　星　貴大　　　3 分 57 秒（西郷村）

【１㎞小学生女子１年生～２年生の部】
　小山　ちひろ　4 分 4 秒（西郷村）

【３㎞小学生男子５年生～６年生の部】
　村山　光輝　　10 分 9 秒（栃木県）

【２㎞小学生女子５年生～６年生の部】
　橋屋　真帆　　6 分 56 秒（栃木県）

【５㎞中学生男子の部】
　長谷部　優也　16 分 16 秒（白河市）

【３㎞中学生女子の部】
　上野　朋華　　10 分 49 秒（玉川村）

【10 ㎞高校生男子の部】
　宮川　慎太郎　34 分 15 秒（棚倉町）

【５㎞高校生女子の部】
　和田　典子　　21 分 59 秒（棚倉町）

【10 ㎞男子 39 才以下の部】
　山形　武士　　32 分 6 秒（西郷村）

【10 ㎞男子 40 才以上の部】
　岩田　賢一　　35 分 41 秒（神奈川県）

【５㎞男子 29 才以下の部】
　井上　寿弥　　15 分 26 秒（鏡石町）

【５㎞男子 30 才以上 39 才以下の部】
　諸橋　健司　　16 分 52 秒（鏡石町）

【５㎞男子 40 才以上 59 才以下の部】
　本間　嘉彦　　16 分 45 秒（茨城県）

【５㎞男子 60 才以上の部】
　萩谷　博美　　19 分 14 秒（茨城県）

【５㎞女子 39 才以下の部】
　林　真理子　　21 分 1 秒（白河市）

【５㎞女子 40 才以上の部】
　高山　久江　　22 分 4 秒（白河市）

【３㎞健康の部】
　佐藤　信弥　　11 分 13 秒（白河市）

▲親子で一緒にガンバレ！▲ゲストランナーに負けないよ！

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
活
躍
！

12 月の休館日
６日（月）・13 日（月）・
20 日（ 月 ）・27 日（ 月 ）
29 日（水）～１月３日（月）

よモーくん

新
着
図
書

児
童
書　
　

　

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の

　
　

だ
・
だ
・
だ
・
だ
い
ぼ
う
け
ん
！
（
前
編
）　　
　

  

原　

ゆ
た
か　

　

ト
イ
レ
の
神
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
村　

花
菜

　

本
当
は
こ
わ
～
い
都
市
伝
説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

晋
一

　

に
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
、
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
図
書

室
で
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
は
、
始
め

は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

が
話
に
夢
中
に
な
り
、
聴
き
入
っ
て
く
れ
る

様
子
に
、
次
第
に
緊
張
も
ほ
ど
け
、
楽
し
ん

で
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
意
気

込
み
を
語
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

西
郷
村
文
化
祭
の

関
連
事
業
と
し
て
、

文
化
セ
ン
タ
ー
に
訪

れ
た
子
ど
も
た
ち
や

親
子
連
れ
の
方
々

一
般
書

　

マ
リ
ア
ビ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　

伊
坂　

幸
太
郎

　

往
復
書
簡　
　

湊　

か
な
え

　

孤
舟　
　
　
　

渡
辺　

淳
一

　

く
じ
け
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

ト
ヨ
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平
成
23
年
村
民
新
年
会

　

村
民
の
親
睦
を
目
的
と
し
て
例
年
実

施
し
て
お
り
ま
す
「
村
民
新
年
会
」
を

次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
８
日
㈯　

16
時
～

●
場
所

　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河

　
（
西
郷
村
字
道
南
東
７
）

●
参
加
費　

１
人　

３
，
０
０
０
円

●
申
込
方
法

　
　

申
込
書
（
申
込
場
所
に
備
え
て
あ

　

り
ま
す
）
に
会
費
を
添
え
て
お
申
込

　

み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
場
所

　

役
場
各
課
、
村
教
育
委
員
会
、
村
商

　

工
会
、
各
行
政
区
長

●
申
込
期
限　

12
月
24
日
㈮

■
問
合
せ　

総
務
課

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
に
よ
り
そ
の

選
挙
資
格
を
調
査
し
、
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
を
調
製
す
る
た
め
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

●
登
録
申
請
の
資
格
者
（
選
挙
権
、
被
選 

　

挙
権
を
有
す
る
者
）

　

次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
要
件
を
満
た
す
者

　

①
西
郷
村
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住

　
　

所
を
有
す
る
者

　

②
平
成
23
年
３
月
31
日
に
満
20
歳
以
上

　
　

で
あ
る
者

　

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

　
　
（
自
作
、
小
作
を
問
わ
ず
）
の
業
務

　
　

を
営
む
者
（
経
営
主
）、
経
営
主
の

　
　

同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で

　
　

年
間
概
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す

　
　

る
者

●
登
録
申
請
の
方
法
に
つ
い
て

　
　

郵
送
に
よ
り
配
布
お
よ
び
回
収
を
し

　

ま
す
。

●
提
出
期
限　

１
月
７
日
㈮

■
問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局

平
成
23
年
度
償
却
資
産
（
固
定

資
産
税
）
の
申
告
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
お
よ
び
家
屋

の
ほ
か
、
償
却
資
産
も
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
所
有
す
る
事
業
用
資
産
に
つ

い
て
、
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

●
償
却
資
産
と
は

　
　

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
、
農

　

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
事
業
を
営
ん

　

で
い
る
方
や
、
駐
車
場
、
ア
パ
ー
ト

　

な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
る
方
が
、
そ

　

の
事
業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
構

　

築
物
・
機
械
・
工
具
・
器
具
・
備
品

　

な
ど
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、「
事
業
の

　

し
ま
す
の
で
、
平
成
23
年
２
月
１
日

　

㈫
ま
で
に
提
出
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

　

い
し
ま
す
。
な
お
、
村
内
で
新
規
に

　

事
業
を
始
め
た
な
ど
で
申
告
書
が
届

　

か
な
い
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

税
務
課
（
固
定
資
産
係
）

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
届
け
出
を

　

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、
１
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
り
、
火
災
な
ど

で
焼
失
し
た
場
合
は
、『
家
屋
滅
失
届
出

書
』
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
を

さ
れ
な
い
場
合
は
、
課
税
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
建
て
替
え
な
ど
で
村
の
家
屋

調
査
員
が
、
取
り
壊
し
た
家
屋
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
場
合
や
法
務
局
に

滅
失
登
記
さ
れ
た
場
合
は
、『
家
屋
滅
失

届
出
書
』
の
提
出
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を

売
買
、
相
続
な
ど
を
さ
れ
た
方
は
、『
未

登
記
家
屋
の
「
現
に
所
有
す
る
者
」
の

申
出
書
』
を
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
提
出
す
る
届
出
書
な
ど

に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
係
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

税
務
課
（
固
定
資
産
係
）

　

た
め
に
使
用
す
る
」
と
は
、
所
有
者

　

が
そ
の
償
却
資
産
を
自
己
の
営
む
事

　

業
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
だ
け
で
な

　

く
、
事
業
と
し
て
貸
し
付
け
る
場
合
も

　

含
ま
れ
ま
す
。

●
申
告
す
る
必
要
が
あ
る
方

　
　

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
村
内

　

に
償
却
資
産
を
有
す
る
個
人
ま
た
は

　

法
人
で
す
。
平
成
22
年
中
に
資
産
内

　

容
に
異
動
が
な
い
場
合
や
課
税
標
準

　

額
の
合
計
が
免
税
点
未
満
（
150
万
円
）

　

で
課
税
さ
れ
な
い
場
合
で
も
申
告
は

　

必
要
で
す
。

●
申
告
書
の
提
出
期
限

　
　

申
告
書
は
、
平
成
22
年
12
月
中
旬

　

に
、
申
告
の
案
内
を
同
封
し
て
郵
送

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
健康推進課（保　　健）
                                                                                        （高齢者支援 ）

25-1115
25-3910

行政サービスセンター 31-2237
学 校 給 食 セ ン タ ー 25-1256

地域包括支援センター 25-5121 ※代表（25-1111）からの転送は不可

保健福祉センター他 

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　　民）

                 　　　　　( 生活環境・交通防災 ）   
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

福   祉   課（国  　保）
                　　　　　( 地域福祉・児童福祉 ）

25-1449
25-1509

議 会 事 務 局 25-2980
農 業 委 員 会 事 務 局 25-2946

商 工 観 光 課 25-2910 西 郷 村 土 地 改 良 区 25-1116
農 政 課 25-1116 学 校 教 育 課 25-2370

建 設 課 25-1117
25-1118

生 涯 学 習 課 25-2371
代 表 25-1111

●歯科医　12 月休日当番日
５日 古市歯科クリニック（中島村）☎ 52-2894

  12 日 ほ ず み 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-7211
  19 日 ま る や ま 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-9146
  23 日 水 野 谷 歯 科 医 院（中島村）☎ 52-3933

26 日 三 森 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-2401
31 日 大栄歯科クリニック（白河市）☎ 22-2833

●小児科医　12 月休日当番日
  ５日 関 医 院（白河市）☎ 23-3003

  12 日 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
19 日 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040

 23 日 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
26 日 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166
31 日 白 河 厚 生 総 合 病 院（白河市）☎ 22-2211

●内科・外科医　12 月休日当番日
 ５日 片 倉 医 院（白河市）☎ 23-2459

  12 日 か ね こ ク リ ニ ッ ク（西郷村）☎ 24-3111
  19 日 片 倉 ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 27-2770
  23 日 き た む ら 整 形 外 科（矢吹町）☎ 42-5533

26 日 くにい増見クリニック（白河市）☎ 46-2258
31 日 会 田 病 院（矢吹町）☎ 42-2121

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909

（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介・
場所の案内をします。）

　日曜・祝日のみ（10 時～ 16 時）
●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48-1234）
　［診療日］12 月５・12・19・26 日（8 時 30 分～ 12 時 30 分）

お
知
ら
せ

●今月の納税

固 定 資 産 税（３　期）
国 民 健 康 保 険 税（６　期）
介 護 保 険 料（６　期）
後期高齢者医療保険料（５　期）

12 月 28 日（火）までにお納めください。
（固定資産税は 12 月 27 日（月）です）

※納税は便利な口座振替で

パソコン　コピー機　ルームエアコン　応接セット　レジ
スター　看板　自動販売機　舗装路面など

農 業 田 植 機　 脱 穀 機　 コ ン バ イ ン　 コ ン ベ
アーなど

小 売 業 陳列棚・陳列ケース　日よけなど

飲 食 業 テーブル　イス　厨房用具　冷凍冷蔵庫
など

理 美 容 業 理容・美容椅子　洗面設備など

不 動 産 貸 付 業 門・塀・緑化施設等の外溝工事　自転車
置き場　駐車場の舗装など

建 設 業 パワーショベル　ブルドーザー　大型特
殊自動車　発電機など

償却資産の例

高
齢
者
世
帯
な
ど
に
火
災
報
知

器
（
煙
感
知
器
）
を
提
供
し
ま
す

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
火
災
報
知

器
の
設
置
義
務
が
平
成
23
年
６
月
か
ら

生
じ
ま
す
。

　

村
で
は
、
高
齢
者
福
祉
の
一
環
と
し

て
左
記
の
申
請
者
に
対
し
、
報
知
器
を

無
料
で
１
個
取
り
付
け
い
た
し
ま
す
。

報
知
器
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ
の
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
の
方
（
世

　

帯
が
別
で
も
同
一
敷
地
内
に
家
族
と

　

住
ん
で
い
る
方
は
除
く
）

●
取
付
場
所　

寝
室

●
申
請
方
法

　
　

健
康
推
進
課
の
窓
口
に
あ
る
申
請

　

用
紙
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課（
高
齢
者
支
援
係
）

福
島
地
方
法
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
帰
化
許
可

申
請
事
件
な
ど
の
国
籍
に
関
す
る
事
務

は
、
福
島
地
方
法
務
局
戸
籍
課
に
お
い

て
の
み
取
り
扱
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

卯
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●
募
集
人
員　

各
コ
ー
ス
10
名
程
度

　

合
計
20
名

●
申
込
期
間　

12
月
１
日
㈬
～
24
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

※
新
規
申
込
を
さ
れ
る
方
を
優
先
い
た

　

し
ま
す
の
で
、
以
前
（
前
回
も
含
む
）

　

に
参
加
さ
れ
た
方
は
、
申
し
込
み
期

　

限
後
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課（
高
齢
者
支
援
係
）

組
み
を
学
習
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
（
た
だ
し
、
介

　

護
保
険
の
認
定
者
は
除
く
）

●
実
施
予
定
期
間

　

平
成
23
年
１
月
～
３
月
ま
で
の
週
１
回

　

①
水
曜
午
後
コ
ー
ス　

13
時
30
分
～

　

②
木
曜
午
後
コ
ー
ス　

13
時
30
分
～

※
各
コ
ー
ス
と
も
１
時
間
30
分
程
度

●
場
所　

村
内
の
委
託
事
業
所

●
参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
毎
月
）

　

⑷
羽
太
児
童
ク
ラ
ブ

　
　

羽
太
小
学
校
の
通
学
区
域
の
児
童

■
問
合
せ　

福
祉
課
（
児
童
福
祉
係
）

「
お
元
気
運
動
教
室
」

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集
！

　

一
般
に
、
65
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
加

齢
に
よ
る
身
体
能
力
が
低
下
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
元
気
な
高
齢
者
を
目

指
し
て
、
簡
単
な
運
動
で
か
ら
だ
の
仕

電
話
帳
の
配
達
・
回
収
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
島
支
店
で
は
、
12

月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
（
平
成

23
年
１
月
発
行
）
を
各
ご
家
庭
・
事
業

所
へ
お
届
け
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、

新
し
い
電
話
帳
と
お
取
り
替
え
し
ま
す

の
で
、
配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
在
時
な
ど
で
配
達
員
に

古
い
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、

後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、

左
記
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

☎
０
１
２
０
︱
５コ

ー

ル

０
６
︱
３さ
ー
ん
き
ゅ

０
９

こ
ん
な
時
、
ま
ず
は
法
テ
ラ
ス
へ

　

日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
思
わ
ぬ

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
。
法
テ

ラ
ス
は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
た
め

の
総
合
案
内
所
で
す
。
法
的
ト
ラ
ブ
ル

な
ら
、
法
テ
ラ
ス
へ
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
法
テ
ラ
ス
は
国
が
設
立
し
た

公
的
な
法
人
で
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
｜
０お

な

や

み

な

し

７
８
３
７
４

●
時
間

　

平　

日　

９
時
～
21
時

　

土
曜
日　

９
時
～
17
時

■
問
合
せ

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
福
島
地
方

　

事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
福
島
）

　

☎
０
５
０
｜
３
３
８
３
｜
５
５
４
０

平
成
23
年
度
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　

入
会
登
録
申
請

●
受
付
日
時
お
よ
び
場
所

受
付
場
所

申
請
受
付
日

時
間

小
田
倉
児
童
ク
ラ
ブ
１
月
11
日
㈫

14
時
30
分

～
18
時
00
分

熊
倉
児
童
ク
ラ
ブ
１
月
12
日
㈬

米
児
童
ク
ラ
ブ
１
月
13
日
㈭

羽
太
児
童
ク
ラ
ブ
１
月
14
日
㈮

●
申
請
方
法

　
　

12
月
10
日
㈮
よ
り
、
福
祉
課
ま
た

は
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
申
請
用
紙
が
備

え
て
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
在
職
証

明
書
な
ど
の
添
付
書
類
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
就
労
先

な
ど
か
ら
証
明
を
し
て
い
た
だ
き
、

書
類
を
完
備
の
う
え
、
指
定
日
時
に

持
参
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
児
童

⑴
小
学
１
年
生
～
３
年
生
ま
で
の
児

童
で
あ
る
こ
と
。

⑵
保
護
者
や
祖
父
母
が
仕
事
な
ど
に

よ
り
留
守
に
な
っ
て
し
ま
う
家
庭

の
児
童
で
あ
る
こ
と
。

⑶
そ
の
他
、
児
童
健
全
育
成
上
で
監

護
が
必
要
な
児
童
で
あ
る
こ
と
。

※
保
護
者
以
外
の
監
護
者
で
祖
父
母
な

　

ど
同
居
若
し
く
は
、
同
一
敷
地
内
な

　

ど
で
生
活
し
児
童
を
監
護
で
き
る
場

　

合
、
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
負
担
金

　
　

月
額
３
，
０
０
０
円
（
同
一
世
帯
２

　

人
目
は
２
，
０
０
０
円
、
３
人
目
は
１
，

　

０
０
０
円
）

※
負
担
金
と
は
別
に
お
や
つ
代
お
よ
び
保

　

護
者
会
費
が
か
か
り
ま
す
。

●
各
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
登
録
対
象
児

童
の
通
学
区
域

　

⑴
小
田
倉
児
童
ク
ラ
ブ

　
　

小
田
倉
小
学
校
の
通
学
区
域
の
児
童

　

⑵
熊
倉
児
童
ク
ラ
ブ

　

熊
倉
小
学
校
の
通
学
区
域
の
児
童

　

⑶
米
児
童
ク
ラ
ブ

　
　

米
小
学
校
の
通
学
区
域
の
児
童

ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

福
島
地
方
法
務
局
戸
籍
課

　

☎
０
２
４
︱
５
３
４
︱
１
９
３
３

合
同
就
職
面
接
会

　

正
社
員
と
し
て
就
職
を
希
望
す
る
概

ね
40
歳
未
満
の
若
年
者
（
新
規
学
卒
者

を
除
く
）
を
対
象
に
、
正
社
員
（
一
定

期
間
の
試
行
雇
用
後
を
含
む
）
を
雇
用

す
る
県
内
事
業
所
と
の
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
26
日
㈬　

13
時
～
16
時

●
場
所

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
（
郡
山
市
南
２
丁
目
）

●
そ
の
他

　

①
事
前
申
込
不
要
で
す
。
お
気
軽
に

　
　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談
コ
ー
ナ
ー
な

　
　

ど
を
設
け
ま
す
。

　

③
参
加
事
業
所
は
１
月
中
旬
以
降
、
Ｈ

　
　

Ｐ
上
で
公
開
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

若
年
者
地
域
連
携
事
業
事
務
局

　

☎
０
２
４
︱
５
２
３
︱
５
７
０
７

　

http://w
w

w
.youngsupport.jp

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４
︱
５
２
８
︱
０
３
６
６

相　
　

談

募　
　

集

　改正貸金業法が６月 18 日に完全施行され、借入れのルールが

変わりました。

ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

　
　

働
く
自
信
を
つ
け
よ
う
！

　

ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
主
に

ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
社
会
参
加

に
困
難
を
抱
え
て
い
る
若
者
や
、
就
労

し
て
も
継
続
が
難
し
い
、
何
ら
か
の
要

因
で
就
労
に
困
難
を
感
じ
て
い
る
若
者

な
ど
を
対
象
に
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」「
セ

ミ
ナ
ー
」「
５
日
間
の
職
業
体
験
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
方
々
に
は
子
ど
も

の
自
立
を
支
援
す
る
為
の
「
親
セ
ミ
ナ

ー
」
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ジ
ョ

ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
自
分
ら
し

い
働
き
方
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
自
立
の
一

歩
を
踏
み
出
す
若
者
を
育
て
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

15
歳
～
39
歳

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
み　

随
時

■
問
合
せ
・
申
込
先

　

若
者
就
労
体
験
等
事
業
事
務
局

　

☎
０
８
０
︱
５
７
３
０
︱
５
５
４
０

　
（
月
～
金
曜　

９
時
～
17
時
）

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度
第
１
学

期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

１．総量規制  ～借り過ぎ・貸し過ぎの防止～
　○年収の３分の１を超える額の新規の借入れができなくなり
　　ました。
　　＊貸金業者からの借入れに限ります。すでに借りている分に

　　　ついては、契約のとおり返済すれば問題ありません。なお、

　　　銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫などからの借入れ、

　　　クレジットカードのショッピングについては、この制限は

　　　ありません。

　○借入れの際に収入を証明する書類が基本的に必要になりま
　　した。
　　＊専業主婦（主夫）の方は、少なくとも配偶者の年収を証

　　　明する書類、配偶者の同意書などが必要です。

２．上限金利の引き下げ
　○法律上の上限金利が 29.2％から、借入金額に応じて 15 ～ 20
　　％に引き下げられました。
　　＊法律施行前に契約した既存の貸付けについては、金利は

　　　下がりません。

　福島財務事務所では、改正貸金業法に関するお問い合わせや、

返済しきれないほどの借金を抱え、お悩みの方々からの相談に

応じています。

　抱えている借金の状況をお聞きし、必要に応じ弁護士・司法

書士などの専門家に引継ぎを行います。相談は無料ですので、

お気軽にご相談ください。

●相談窓口　財務省  東北財務局  福島財務事務所

　　　　　　（福島市松木町 13 －２）

●受付時間　月曜日～金曜日（祝祭日、年末年始除く）

　　　　８時 30 分～ 17 時 15 分

●電　　話　０２４－５３３－００６４（直通）

■問 合 せ　東北財務局福島財務事務所理財課

　　　　　　☎０２４－５３５－０３０３

「多重債務相談窓口」のご案内
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平
成
23
年
度
東
北
地
区
国
立
大

学
法
人
等
職
員
採
用
試
験

●
受
験
資
格

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

●
受
付
期
間

　

４
月
１
日
㈮
～
８
日
㈮
（
平
成
23
年

　

度
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
み
受
付
）

●
第
１
次
試
験
日　

５
月
15
日
㈰

●
第
１
次
試
験
地

　

弘
前
市
・
盛
岡
市
・
仙
台
市
・
秋
田
市
・

　

山
形
市
・
福
島
市

■
問
合
せ

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用

　

試
験
実
施
委
員
会
採
用
試
験
事
務
室

　

☎
０
２
２
｜
２
１
７
｜
５
６
７
６

　

FAX
０
２
２
｜
２
１
７
｜
４
９
３
８

　

http://www.bureau.tohoku.ac.jp/shiken/

　

shiken@
bureau.tohoku.ac.jp

休
業
期
間
に
つ
い
て

●
西
郷
村
役
場

　

12
月
29
日
㈬
～
１
月
3
日
㈪

※
婚
姻
、
出
産
、
死
亡
な
ど
の
届
出
は
休

　

業
期
間
中
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
休
業
期
間
中
の
電
話
は
、
代
表
２
５

　

｜
１
１
１
１
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

12
月
29
日
㈬
～
１
月
３
日
㈪

●
文
化
セ
ン
タ
ー
・
村
民
体
育
館
な
ど

　

の
公
共
施
設

　

12
月
29
日
㈬
～
１
月
３
日
㈪

●
ち
ゃ
ぽ
ラ
ン
ド
西
郷

※
休
ま
ず
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
（
12
月
29
日
㈬
～
１
月
10
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　

午
後
９
時
ま
で
営
業
）

●
キ
ョ
ロ
ロ
ン
村

※
コ
テ
ー
ジ
、
よ
り
道
売
店
営
業
し
て

　

い
ま
す
。
ね
こ
ろ
ん
ぼ
広
場
も
利
用

　

で
き
ま
す
。

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集

　

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

●
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
受
け
入
れ
日
程

　

①
年
末
受
け
入
れ
日

　
　

12
月
30
日
㈭　

16
時
ま
で

　

②
年
始
受
け
入
れ
日

　
　

１
月
４
日
㈫
か
ら

●
し
尿
収
集
申
込
日
程

　

①
年
末
申
込
期
限

　
　

12
月
６
日
㈪
ま
で

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学

で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
学
科
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
左
記
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
出
願
期
限　

２
月
28
日
㈪

■
問
合
せ
・
資
料
請
求

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
︱
９
２
１
︱
７
４
７
１

　

http://w
w

w
.ouj.ac.jp

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
　
　

生
涯
学
習
通
信
講
座

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通
信

講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

●
募
集
内
容

　

生
涯
学
習
通
信
講
座
（
趣
味
か
ら
資 

　

格
ま
で
全
200
コ
ー
ス
以
上
）

●
募
集
期
間　

通
年
申
込
受
付

■
問
合
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
代
表
）

　

☎
０
４
２
｜
５
７
２
｜
３
１
５
１

　

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
｜
０
６
｜
８
８
８
１

　

②
年
始
業
務
開
始
日

　
　

１
月
８
日
㈯
か
ら

●
ご
み
収
集
の
日
程

区

分
年
末
最
終
日
年
始
開
始
日

燃
え
る
ご
み

12
月
28
日
㈫

１
月
４
日
㈫

燃
え
な
い
ご
み

12
月
24
日
㈮

１
月
７
日
㈮

資

源

ご

み

12
月
29
日
㈬

１
月
５
日
㈬

粗
大
ご
み
の

　

個
別
収
集

12
月
22
日
㈬

１
月
５
日
㈬

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課（
生
活
環
境
係
）

●
善
意 

 
 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
西
郷
村
に
寄
附
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹

　

介
し
ま
す
。

▼
相
山　

サ
ツ
子
さ
ん　
　
　
　
【
米
】

　
（
10
月
19
日
、
故
相
山
昭
喜
氏
の
遺
志

　

と
し
て
村
政
振
興
の
た
め
に
）

　
　
　
　
　
　
　

    

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
北
島　

昭
規
さ
ん　
　
　
【
白
河
市
】

　
（
11
月
２
日
、
故
北
島
昭
平
氏
の
遺
志

　

と
し
て
村
政
振
興
の
た
め
に
）　
　
　

　
　
　
　
　
　

 　

      

五
〇
、〇
〇
〇
円

年
末
年
始

試　
　

験
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▲谷地中局（垂直設置）

アンテナおよびブースター
　今まで利用していた UFH アンテ
ナ、ブースターで視聴が可能です
が、アナログ放送に特化したアンテ
ナ等を使用している場合、また年式
の古いものは交換となる場合があり
ます。
　また、西郷谷地中局からの電波を
受信しテレビを視聴される方は、設
置するアンテナを下の写真の様に
90 度傾けた形で取り付けて下さい。

　購入されたデジタルテレビ・受信
機には B-CAS カードが必ず付属し
ています。このカードが差し込まれ
ていないと、地デジを見ることがで
きません。

B-CAS（ビーキャス）カード
　テレビの背面部、アンテナ入力端
子が複数ある機種があります。取扱
説明書を参考に、地上デジタル放送
を見るために必要な端子へアンテナ
線を接続して下さい。

アンテナ入力端子

放送の切り換え
　デジタルテレビはアナログ放送と
デジタル放送の、２種類の放送を見
ることができるようになっているも
のがあります。機器の接続が完了し
たら、付属のリモコンでデジタル放
送に切り換えをして下さい。

チャンネルの設定
　テレビのリモコンを操作し、「初
期スキャン」という操作を行いま
す。初期スキャンは、お住まいの地
域を選択して、全てのチャンネルを
スキャンし、受信可能なチャンネル
を調べ、自動的にリモコンの数字ボ
タンに割り当てます。

西郷
デジタル化
宣言

Chapter ６

　平成 20 年 12 月に、白河中継局（羅漢山）のデジタル施設が開局を
してから２年が経過しました。
　アナログ放送の停波が近づき、多くのご家庭ではデジタル放送対応機
器の導入を行い、地上デジタル放送を視聴することができておりますが、
アナログ放送の時代から難視地区とされ中継施設の設置が必要であった
虫笠地区、長坂地区、谷地中地区の３箇所の中継施設は、11 月末に改
修工事が終了し、デジタル放送の電波が発射されました。

「西郷虫笠」・「西郷長坂」・「西郷谷地中」
　　　　地上デジタル放送開始！

　色の付いている範囲内が、受信可能範囲ですが、中継施設方向が見通
せない場合は、受信できない地域もあります。

村内デジタルテレビ中継局　受信可能予想範囲図

地デジを見るためのチェックポイント！

■問合せ企画調整課（企画情報係）
　☎ 25-2943

●西郷虫笠局  ●西郷長坂局 ●西郷谷地中局

※チャンネルの設定方法や詳しい受信方法等については、
最寄りの電気店または、デジサポ福島にお問い合せ下さい。



2010 年 12 月
December行事
レカ ンダー

●今月の顔────
1歳 6ヵ月児検診に来ていた（10/28）

　　　　　　　元気はつらつな子どもたちです。

★県南地域の主な行事です
・12/1　 えきかふぇ直売所（JR 白河駅：えきかふぇ 10:00）
　　　　（～ 12/21 毎週水曜日）

・12/4　 移動水族館（まほろん 13:00）
・12/5　移動水族館（まほろん 10:00）
　　　　餅つき大会（まほろん 10:30）

・12/10  冬まつりイルミネーション点灯式 (JR 白河駅前 17:00)
　　　　※イルミネーションは H23.2/10 まで

・12/23  出逢い＆ふれあいの会（鹿島ガーデンヴィラ 14:00）

人口と世帯数（11 月 1 日現在）人口 19,886 人（前月比 +5）男 10,037 人（+7）女 9,849 人（-2）世帯数 6,715 戸（-8）

・発行 / 西郷村　・編集 / 企画調整課　〒 961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原 40　☎ (0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

※行事日程等が変更になる場合もありますので、御了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
1
お餅つき大会

（9:30 まきば保育園）

2
6~7 カ月児健康相談

（9:30 保健福祉セン
ター）
子育て相談の日

（13:30 保健福祉セン
ター）

3
生活総合相談所

（9:00 文化センター）
交通安全教室

（10:00 みずほ保育園）

4

5
2010 にしごうのど
自慢大会

（ 受 付 8:00, 開 始
8:50 文化センター）

6 7
献血

（13:00 ジャスコ白
河西郷店）

8
もちつき会（世代
間交流）

（9:30 みずほ保育園）

9
1 歳 6 カ月児健康
診査

（13:00 保健福祉セン
ター）

10
保育参観・講演会

（8:30 みずほ保育園）
生活総合相談所

（9:00 文化センター）
も ち つ き 大 会・
PTA 奉仕作業

（10:00 村立西郷幼
稚園）

11

12 13
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉セン
ター）
行政相談所

（13:30 文化センター）
まきば保育園「施
設慰問」

（14:00 ふれあいの家）

14
おたのしみ会

（9:45 村立西郷幼稚
園）
手話教室

（10:00 みずほ保育
園）

15
サッカー教室

（10:00 みずほ保育
園）
まきば保育園「施
設慰問」

（14:00 やまぶき荘）

16
英語で遊ぼう ABC

（10:00 村立西郷幼
稚園）
3 歳児健康診査

（13:00 保健福祉セン
ター）

17
生活総合相談所

（9:00 文化センター）
クッキング会

（13:30 みずほ保育園）
まきば保育園「施
設慰問」

（14:00 ふれあいの家）

18

19 20
第２学期終業式

（村立西郷幼稚園）

21 22
村内小・中学校第
２学期終業式

（各小中学校）
クリスマス会

（9:30 みずほ保育園）
歯科クリニック

（幼児 13:00,6 歳児
13:45 保 健 福 祉 セ
ンター）

23天皇誕生日 24
生活総合相談所

（9:00 文化センター）
クリスマス会

（10:00 まきば保育
園）
献血

（13:00 役場前）

25

26 27
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉セン
ター）

28
仕事納めの式

（15:00 役場議場）

29 30 31


